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EMS処理による大麦の人為突然変異
に 関 す る 研 究
第 6報 矧 生変異遺伝子相互間の働 きあい*
























を,さらに翌1975年に残 りの OUM 148並および OUM58並との 11組合せの F2集は]を
fj∈試した, 両年とも,幅 90cmのL同心ニ8×8cmの2粂T,島の播唖襟度で,組合せ別に F2
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顎1兼 交配に用いた7つの接性向IEi'迫は子系統と正■i;才型 (逃.赤神力)の特化
相良 節 樹 ･rt (cm) 伸長 他見 粗密腔 だ長
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腿[針亡は約 550-600イIL_q(dゝを,交配親の2系統と比 校の並赤神力ではそれぞれ 30日.I1体ずつ
を栽柿した.
成熟J捌こF2全個体を抜きとり,親(Tせ別に 分舶 した4つの型, すなわち,正常塑







実 験 結 果
1. Fl植物の梓長
第 2表に掛 ずた Fl組物の程度につ いてJくると, i-ベてU)Fl1両勿は親の嬢他系統よi)
長持であV)･止常出の並赤神)Jの押長に近似している.このことは,供試した7つa)怯他
系統は互いに異なる王立伝子座での単劣性変相 こ由来することを示す,しかし,正常型の並
赤神力と詳細に比較してみると,すべての Fl個体は に下梓が短 く,両者の平均値の問に
は統計的に有意な差が あ-L とくに,OUM 58並とo)2組合せのFl椀物は (-).了LIFJ･
ここに･村 立aリ .!･なる'f]性の酎 ヒ超伝Jを 1対ず-)い ,2糸組Iljv一文仙 こよ-,て 日た
F.旭物の･迫伝-7･盟を Dw.d､V.DwJdw,とすると.FL地物の伸長が両劇作ホモは(捕
(DwIDwiDw'Dwj)である並赤神)Jのそれまでに i,:らなかったことは,楼性 迫伝=j-価





第 2衷 7つの煉性同空i遇EL7子系統とそれらの虻あたり交配のF.植物の平均相席(cm)辛二･二-~･~ - - ~_ _ _ _ -__
OUM OUM OUM OUM
145北 131服 148池 5狙
OUM 145並 58.0- 93.3 91.4 90.4
0UM 13り(,: 93.3 62.1- 93.0 LJ3.9
0UM 148並 91.4 93.0 671- 90.3
0UM 5並 90.4 93.9 90.3 74,2-
湘赤神力 90.4 88.5 91.4 90.2
0UM 133並 91.6 93.7 91.7 91.8
0UM 58並 86.81 90.4 縄.8 93.i
並赤神力 (正常系統)の押長 :97,3土0.99cm












2つの蛭性系統 dw.D､V,と Dwldw,との難椛の F2世代では,正常些 (DwLDwj),倭性




(d､鳶 wfx,+wl｡wJ)(占盟 だ1)讐慧濃 )酢 濃 FcdI禦 警 ilI x上巳 P
145×148 33L 99 97
148× 5 317 79 (Jl
t3LxILlti 326 1OO HL
IL18×58 312 1()7 LJ7
u∠×148 305 153 138
148×133 307 118 1O2
lL15× 5* 329 151 113
13tx145* 331 107 102
145×58 313 108 )04
uZ X145* 300 149 150
145×133* 354 125 日8
131× 5* 334 110 102
58× 5 32O 9O 8tj
u-ix 5ヰ 329 146 王:2.q
ユ33× 5* 312 122 122
13)X rl八 327 115 日H
uzx131キ･ 3O4 113 1O5
131×133* 379 98 i2j
uZ )く58 302 122 124
133×58 356 71 114
uzx1331 .3GO H2 121
*:1()7･l揃祉'LF亮,Iulは1LJ75肺純J'l･r吃【ノ))Jh'I■.
56巷 (1977)
LIT 574 5.334 <0.05
17 504 0.353 0.70-0.50
26 563 1.052 0.50--030
3～I J55 0.521 O.50-O.3O
1 597 58.158 位 小
45 572 0.525 0.50-0.30
8 601 28.264 位 小
42 582 1.284 0.30-0.20
28 553 1.013 0.50-030
1 600 64.027 撞 小
32 629 1.337 030-0.20
37 583 0183 070-050
33 532 1.337 0.30-020
6 609 35.162 櫨 小
3. 589 2854 0.LO･-005
)7 569 7.425 極 ′｣､
32 554 0.771 0.50-0.30
29 630 0.119 080ノー0.70
33 581 3.695 0.10-0｡05
29 570 0749 0.50′-030
25 618 2.337 0.20-0.10
157



























OUM OUM P31詔 勅抑 ノJP3U笠- 岨145AE 5良(,.
662 813 785 91.4 943 1083
697 759 80.4 89.4 921 107.6




















両怯仏盟の侶 毒の拙rTせ肌射 ■ri･i上人きく,40.2-･74.6cm a)広 い0.･I.を小した.そして,
















13lxl15* 1106(112.5) 8177(82.1) 70▲L(665)
lZXl仙 )OI2(106.7) 戸.q4(91-I) 636(627)
17Xl′Ⅰ5* 1()r)8(T()R.･t) Of9('Jl只1 0)91(('｣3)
日.Ti>:Lrj8 ;()22川151) (iT3(712) W P(AT2)
ld5×133* 1037(1052) THj(('6.!l') (J2.0(925)
131×5* 10.17(10J.i1 76.9(取 り 76.7(80.9)
uzx131* 1076(107.I) 906(.q9LJ1 728(72.6)
118×133 1065(lo員.7) 68.3(70,-1) 91.8(93.8)
58x5 103.0(LIO.8) 899(89..V 7｣3(76.5)
131×58 LO30(TOつ4) TO.E.I(795) 93.2(92.5)
uzx58 98.0(loョ1) FLO(打 3) 汚6Ll(866)
133×5* 1057(1092) 93O(/U3() 777(824)
131×133* 1087(110.Ll) 803(TLq,8) 96.5(97.2)
uzx5-1 109.3(LIO5) 91.0(.95,0) 81.3(81.3)
133×58 101｡3(105,1) 867(90A) 85.7(88.7)





























より獅 rTL.系軌間の交配に山来す る両脚叶叩 (祈5表の 日'tl)ほど作表が短 く,Al.[踏麦性型 の
程長と中間純の値との目し'.1]には IT_の高い 胤掛Jl=カミあ -'た (r-0･664**).さらに,第 5衆の
右端に掲けた両矧 生型の相良の実測値と絹孤内にJTした2つの接触 迷伝子が相加的に働 く
と仮定 して求めたJg憎 値 との差 掛 こついてなると,より租梓系統閲の交配か ら子'jf=両犠牲
犯の鋤帖 は]TJ桁 伯 より大 きく,迎に,綾性系統の･11で比校的長fTFの もの同｣二の交配か ら
得たTF,J'矧 生型てu･鮒 肺 が)lJ酬 rTIよE)小さいものが多か った.つ意E),より銅 早の系統間
交配てほT.E.J穣仰 せが2つの犠1JJiiljU･の棚Jl的効jLによる期待値,'iど糾 円ヒしナrいu)に対
し,州 を的長押系統の 交配かr:,日た両雄仕掛 よ畑附 LIF'I.lーu 一に 耕 一川二す,yJ帆 .'･Jが .i･LJlb7)r,れ
た一これ らの如実は,2つの1-yf-::t日伝-(･r,'T忙附きあいがあ り,必ずLL相加的に作用 しな
いこと1.I)I-lt i .
3. 両棲性型における矧 生逓伝子間の働きあい













組 合 せ 仲良









15.0 16.9 20.7 7 7 -0 1 0 0 -9.3
39 23 110 8 8 -262 -8 9 -109
-4,9 -j9 3,6 12 8 - 13.G -0.4 15.8




】45×133* -0.1 03 -5.3































148×133 -33 -7.8 -10.6 -2.3 2.7 217 5 7 12.9
58×5 08 -2.6 -31 -0.6 6)3 ユ0 1 0 7 0 8
131×58 -4.0 11.9 -547♯ 23 ].4 18.1 2 5 2.4
uzx58 -4.6 14,1 -41 -12 -80 - 8 4 4.4 4.7
133×5* -8.8 -12.9 -15.4 -104 -27 3 8 - 0.6 -6.0
131x:133* -15,0 1.8 -58.7# -64 -5:2 - 7 4 9 6 15.4












133×58 35 2,2 -1.3 4.8 36 7 8 8.1 4.1 7.5




































50 60 70 80 90 100
中川 胤 の 柑FC(･n)
節-1同 郡良にTQlけ,かいTEi偶の仲と曙性迫(ムf間の働きあいのF.;




















るもの か OUM 145
並と 148並であ り,両系統間の組合せ (1L15x148)では 15.7%と正の高い(rf(iJ示 した.こ
のように,共通親によって,遺伝子間の働きあいの程度が左右 され るものもある.
再び第 6歳hT_JIlって節問長に√,いてJiると.第Ⅱ節聞長で負の著 しく大 きい値を示す組
令せがある.しか も,それ らの多くは 算印を1日ノF∴亡F)に.両犠牲型の第 TI節間が全 く伸
長しない 'dm"型が現われた組合せであ る さらに詳しくみ ると,最下段の uzx133の
組合せを除いて,他のすべては 共通に OUM 131並 との 交配によって 得た 両棲性型てあ
る.ところが,これらの共通親である OUM131並は,第 1表で示 したJ:うに,第 Ⅱ節閲
が他の系統より若干短 いが伸長し,決 して dm型は現われていない.このことから.OUM
131並の もつ矧ごbJLl伝干し日出の壌性遺伝子と非行することによっては じめて,第1節間の
伸長を抑1f,lJする補足的作用 を示す ものと解される. ここで,辞印を付けた組合せで も,働
きあいの矧 iFが負の 大きい値をとらない 1,の ･もあ った. たとえは 131×148の場合,分け





とみることがてきよう.従 って,これ ら柵の形抑 二対 してほ,楼件池伝子問の特定糾合せ
によって働きあいが 起きるとみてよい. その 1例として,第 6表の最下段に掲げた uzX
133の場 ｢†を挙げ ることができる. この削(†せの可'J矯什giJは,dm型の軍Ⅱ節間を含めて
大部分の節問が 粁しくj;T,灘し,その結果として旅洞 化の得度は大きい.しか し,穂尾や拙
56Yl=(川77) 】(1日













組 合 せ 〔0〕
(cm) 相加 棚粟 榊加 相乗
145×148 45.6 29.3 427
148×5 46,3 42.8 5L.5
148×58 LI4,8 Ll9.3 53.7
131×148 43,1 34.5 46.5
145×5* 47.4 41.2 50.5
131×145* 40.2 425 526
145×58 59.4 55.9 59.8








35 -0.4 dニ 8ー･31
01 -36 t0-5･094(P<0･001)








uzx131* 45.1 55.8 61.3 -一107 -16.2
148×133 50.1 53.6 58.9 -3.5 -88
58×5 620 61.2 6A.8 0.8 -28
]31×58 57,0 61.1 641 -LI1 --7.J
uzx58 65.8 70.3 722 -45 -164
133×5* 557 65.0 68.4 -93 -12.7
13lX133* 51.8 68.1 713 -16.3 -19.5
uzx5* 55,0 660 699 -110 -149
133×58 746 711 734 35 12
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大安に fT'ける塩1'-L-j出Ii;･子間の働きあいにつ いては,すてに,いくつ かの 裾 i,が ある.
Leonardetal.(1956)や Takahashi&Hayashi(1956)は耐性jiに了 (uz)とそれに
よく似た作用を,もつ brachytic)tl伝子 (br)との働きあいについて 述べ ている.十FC,卜
ち,2ノつの柁性追(jj･子,i,lrj叫rIいT)l･Jl･紺 里〔brME)LLf刷rl.1,に).7JT:い J.,･L:･1･.榊 て'1′､り,
伸二作付 .IJl･jL.む伝丁叫 廿仙机机上目上 に汁Lく).･J糾Lf･_.この結果｣と,本別ノ)rt-Lr-侶 二uZ
x133cr)場rTと帖めて).llHHしている. EL Persson& I-Iagberg(1969日 用tl;.,ulA.t･ノCi'
erectoides遺伝子 (ert)をもつ).･:)F'.l=･ 僻地TtlJ-ol変異休同二しこの交配によって得た両順化 型
の中に, 折しく犠小化 (作長が 10-30cm)するものが あることを報告して いる. さら
に,小関 (1972)EPI用.I1性品種赤神力より得た獲兄休のもつ楼性過広子と原品掛7)洞帖 Ilと伝
了と,･r)f4Jきあいについて調べ,Jこ そJ矧 lJl,F'lt良および祐節問兵が両追広子の1日加的効')1
H l.に1･.Jくなる削他作系枕の/いこと,ir･打出Lた.そ して,[/Lt,.-JL系統数は,i,/い･､れ 旧 主
に対する渦性と頓挫の帖'日伝子間の附きあいu)科目だは,根性遣lJ.i了のみTL,寸,つIE.矧IL系杭
の押長 と負の相関関係にあった.この相関関係は,さらに木研究の結果からb明らかにな
り,坤 二滴作氾伝子との働きあいに‥二号らず,一般に犠性遺伝子問の働きあいの場 .rTに も
認められた,-Tなわち,｣こり矩秤の系統間交配によ-つて得たl】1')矧 J･_型は怯阻 む伝子の柵加
的効果として期待されるほど程長が行 くならず,道に,矧 生系統の小て u七校的秤cl長い
系統閃交配によって′ヒした両脚年型は期待される以上に揺揮化 した.ここで,前者のより
餌作り)系統間交配で tリた 両横性当りの塀合.仙 』伝子が 相加的に働 くなt:)は 1瑚i,l･綾小化
し,大麦 として11一存不可能になるため.何らかの補f附乍jtJが働 くのてはないかとの駈問が
/とずるか も知れない. しか し,前述LT)br-TiZ間定系統の稗長LTh13,1±0.62cm にまで梧
締している (Takahashi& Hayashi19561.また.当研究室で 保存している/A:神力から
EMS処恥 ニJ:って得た 嗣倭性系統の うち.rlもほ秤の OUM136は 21cmの作兵で,蘇
桃維持に必要なだけの稔1押.は い分確保できる.第 4蓑に示したい願套性7T.lJ.の Ll)F',最 4,行





丁系列 (array)によって追信i′朝 の捌きあいJ)拙TiL'カり.右され ることは興味附 ､ :`用
紘,Jlききに数魔の並 ･H.iJ煙仕系統kjを川いて∴州生追広子と矯性遇は十 と'/)働きあいが大
きいことを.J指摘した (小関 1972).Lかし,これが 一般に削性以外の犠牲泊伝子間L')働き
あいについてい ､えるかどうかという鮒 !りが残 り,それを明らかにすることか/相 ｢究の 1
っの課雌でもあった,窯験の結取,湘陣場仁子や OUM 133並,/)もつ矧 性l･'B伝す射 出の楼
帖 乙広子よりも;rLE.一広子関の働きあいが大きいことを指摘した.このことは,洲赤神力のよ

















柿f.rI 131 13,i 13L uz 131 13l LIZ
X X X )く × × ×
咋性 t45 lL18 5 131 ユ33 58 133
1974 367 - 100.0 100.0 100.0 - 60,0




に対して,131×148ては dm jl_J.となる叢が 僅かであ･,た.こうした dm茎の出現割合の
差穴が 何れの生理機掛 こよるかほ明らかでないが,出現割合の低かった 131×148の両怯
性個体は規の OUM 148並と似て比較的枚数の多い slender塾であり,出現割合のJTtJL､






が現われ,晩楢によって dm茎の出現調合がn:は ることを見出した (小西 1975).この品
稀のもつ矧生:T出伝-7･と OUM 131並のそれとが相同であるか1Ifかについての検定は未だ行






化である.この dmJ型が般初に裡浩されたのは,水 稲についてである一･.I,;柄 ･武旧(1969)




るので,その出現 割出よOUM 131才巨の矧 翫fi伝子と動存する別の筏性鵜伝子によって左
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77.される.これに対Lて,水稲の場合,JI･tm (1974)が明らかにしたように,drn篭の.lil
現照合 (左現度)昭 :1枚の微働;'LllL‖1二∴ヒ配.二りIてい/J,こうLfJ'･.補作物J."'rJ-tJ･頼 光 型
がみられながら,その遺伝機構が大きく典/iっていることは興味深い.いまのところ,こ
のdm葛の'LH硯につ いての適応的意矧 LJIJjちかでない.しかし,大安でみられた dm_J,ど



































3. F21明仁において分断してきた2･つの蟻掛 と拍三IJ'-を iJ,,桐矧'卜型の秤長につ いて71


















小鞘権助 1973 周 一L El'15雑 数純の煩作池Li1-7の耐倒伏性および収-.相生に及ほ:す影Jl'･予.i"1日'-I
qr'･'uLJ55:17-29
小lJq-i.'a朗 1974 大安矧/!三変児系統問の耗7㌧-ff雅 24(肌nF12):58-59
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